
Title XII p-f混成効果と異常磁性"理論と実験の現状と問題点
"(価数揺動状態をめぐる理論の現状,科研費研究会報告)

Author(s) 高橋, 尋子; 竹ヶ原, 克彦; 柳瀬, 章; 糟谷, 忠雄

Citation 物性研究 (1983), 40(2): 75-78

Issue Date 1983-05-20

URL http://hdl.handle.net/2433/90910

Right

Type Departmental Bulletin Paper

Textversion publisher

Kyoto University



P-1温故効果と質草滋岨 IL理論ヒ東欧の現状と闇愚息■､
東九大埋,大阪府大絶合A

高騰尋子,J恒 原え孝一初級阜チ腰谷缶施

工 序

ceプニクタイト(仏Cl聖)の中でもCLSbとCeBClユ使 そな翼串rS･砲丸的也嬰を示す.ての

中で主なtのを次 IIJLJ尊守る.1)他の錦上痩プニワタイトヒ軍なり.結晶塙の大きさもT
点電荷モデ ルで舶持される値 (CeSb:別紙.Ce.Bi:14りK)よL)サブヒ小 さい.(CeS♭'.3S

K′CeBtl.盲に)̀1)2_)小さい絶品場に反して.翼酎 こ大きfi tOOl〕方向の吸乳軍方姓持

て. 2̀'3)草凌蛙領域でほ い外堀をかけてモーメントも決起iろと諌後胤噂域ヒ同温良

の軍大鑑互生LI･る.(3)4)頚破岨鰻域での4fの基底状他 は.1まIrJモココの岨他である.

冒)鶴見相図が相帯に後康である.鵜か失敗では 〔001)面内の相互糎用がl発く.号の面内

ではモーXントを面に皇直に向けた頚城粗放序を作っている.勺のようなfe_rrot里 Yが

色てな周鍋でモーメントの向きも変えflから,〔ooH カ向に嶺村里な,た約をしていろ(.4)
図1にCeSbの噴射 包囲呈示1.cc.sbの場合格に注Bipできことは.FP由 ヒAFP相d)丸印で
示されたモーメントi鴇机 ､- O- 仰 ehLS(teが一存在守ることである.Rusゝu… 車 od
I)1ループの史敵ではこのS(teの自由度はえヒ敗壊され11-る打.最盟の比良等の比熱の

臭放て11自由息lまユよ･)いrJL)小さい.tS)6)強い碕乳買方他にも小かhらすNieは か低

く(CLSb'.1bk.CCBi..之は )Ce,S♭は1汲.CcBiは2広鵜乾裾である.CeSbでは彼 序耳馴こ
rln(ト )riる破過のSho,tr仙98 0rde畑 b､f3･)高温からた逢し1いる.('17)最離 ･l

ら帆にスピン漁の総見lまC巳SbヒCLBiではとんt:同じ結果肘積られており.ferroLĉyerに垂

直fi力向でlま介艶が lまとんrなく.krrOtu7eY内ではソーーソ泉界に鹿小か現われている(.n

この東欧事史は.面筒の総合は弱く.面内TはCeイ オソか基底状亀にある噂は漁色他に総

合していkの町 1っのS亡te.防風起されると反頚也姓的に縫合写ることを示していろ.

Ccsb′CeBiではC巳は3億で各fiL,｣-S縫合の鼻息状絶2F軌thp土方内水瑞で.2.鼻鏡遇
のrlL4皇錦過のrSに分裂了
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る.Lrンド濃塩は偲電子苛o)

土ri成分tR'プニワトゲソのP,

伝導帯の方がCLのSdt79･で.

雪帆で八のト･ソ7'ヒ息が｢京､
及びX息にある.CeSbヒkBL

は数 Y.のJTl-ルヒ電子を鴇っ
semLmetqtである.射しベル

はフエルミレベルの約 1C.〉下

にある.

←回1



之.P弓Mこ山 9モデルヒモの応え
ます再 Tnt… 9モデルq)要点を艶明†る.Pヒ†Lhb混じると.価電子帯は押し上げられ
4fLPrルlま押し下げられる.価電子帯が全部つま-ていろと金体のエネルで-変化はか 1
th'.lir ル恥各見てろため1の上昇分むけ仝エネ ルぎーthv下かる.寸r3.わもp-irhこ小 甘か

東電的な加東も満つf:-～わにはr'息池傍q)九一ル肘色事であろ.王らt･Jb屯千草Sr上帯7ろ

ヒJTrルtihy増加し.それがまた仝工老ルキーも下げろのlこ寄与iろので.相互伽削 こ強い

非線型知見を与える.まにp-子niyt･n各の皇要r3.枚態l壬.買方叫であろこと.息電荷モ:_7J'ル
の紹晶喝ヒ全く淀の傾向も埼っこヒである.

沢にP弓ntxth各モデルlこより具体的に計早した皐ヒモの終息につい1述ptLろ.強総合ia
収で作,たPh･･ソド.看効蟹皇妃収のdJでンドヒ41状絶q)希え考える.常砲岨領域では.

相互件吊ヒしてPJrh(ythもヒ点電荷tデルの結晶鴫とろとろ.介子馬近似に塞いて食内申
エネルギーを求Q).1机の P8の級に杓写る徹係数 ヒして紀晶嘱分級を求U)ろL Ce.Sb'.

3号に ノCC凱･.官に ヒnうように受験億を良く再現できた.勘 こ仝自由エネルギーの不を私

点よlJ之次舶転移点TLを束d)ると.CR,8iの偽金にの31TLtrr愚息し.その俺Ii的 òkである.

頚磁仏像域ではd弓互換相互確用ヒSDkOe,の外環によるtp-マソ1泉 ルギーを加える.4f
o)基底状箆ヒして沢のふっの場合を仮定する.Jと-冒/之で圭子jt.軸i 〔0011.日101,日lll

d)3方向に和サL残金.rsくJt>こ1りムヒ3/b及tl･rlくコモ>=S/6.それうー帆の瑞%I二つV1

1仝Lネルギーとれ卑し札扱した.1の結果Jt三g/之〟〔ooH bR･私も暫定T.よ')許しく

変分7'ろて束0)た鼻息択態tJt-Ig/Zが主要塊である.筆力也亀喝はCeSbJ･J･lL127qkOも ヒ

rJ,L.喝にiiRヰrYきこt-Ji.Ce,S♭の現合rlヒ基底状鮭o)エネル ギー差が約3他 Vヒ非

帝Iこ小さvlことてある.書†早に故事なJ†うメータはえ1にTTti超も恥 1た.
机上の結果いらp-i山 t'略モデルによL)次のこヒthb絶叫できる. 日 F-1rhLtXrnaによ
ろ 点電荷モデ ルの結晶環のilも消し.2.)非串に想い 【OOll方向の成乳翼力他.3)it,-
ルの壇加に上る非線型如果trY皇尊t:ごということから.常鹿仏領吸でt外瑞によ,｢も･-メ

ンLを.改姓うちと焚い砲丸買方他を生じろ.4)強破粗慢城での414)鼻息状亀はほとんど
JモミS/2なる状絶.この時isl尊てはPドンドのkEか軸こOPeytOrbこtbht､-できるが.こdへは

dHvAの吏駿7線d)られ1いろ.またげンドのk舌方向の分級かk*.1力向よL)小コいといJ.)こ

ともヽら.(001)面問上t)面内の加互QE用

が卸 1ヒ子恕される.⊆)rlヒ基底状絶 え1.I(ラメータ
のエネルギーえか､小三いことから.Ce.S♭

のnortrrLql岨 tこしSこteはrlの可絶他thyあ

ち.またNe'eほ か危いこととt居島しな
い.日 CeBこの31で2.放血転移息LN13･丘

したということは.CeSbLil政.Ce/Biは

2.;丈転移ヒvlう享史ヒ過食する.しかし

分子場近似 に基いているので.私里的一

敗は不十分である.

P弓2_守,ul垂介 (p仲 )30.Se,V,(p鉢)-I0.lらe.∨
息電荷モアJt'の総晶喝

I

CLSb'･25OK

Ce凱'.21;K

P弓yntx(竹 もヾrJn喝の'T- ル執ヒ電子敬

i

CeSb'.0.0g/Ce,

ceB(I.0.055/Ce.

布尊帝の息の郎 7]思量 0.25恥

a-†互換梱i作用定数 0.15eV
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3.P弓nLxこれ沌 媛介ヒした十干相互堆用
残これrl問題の中で最も興味も引くのは後腹fi砲丸胸囲と即納てることてある.雪二で

鹿乳状序と摘rt'｢いくLU)の月日 歩ヒして.lつ弓れこx再 左介しrlH 血豆件岡持 等,L1
31る.ハ ミルトニ了ンlま.PI†･ソド.4伏 絶.plhhc山れ摘 ま,i庖守る.rSの数町 少な

･場 合を喪良し.P弓rnhiylS項を韻勧て扱,てsLte,酎 Bi_作間を打単した.r1-rl問の舶互
件用は指一射釦こ比rt｢転視てきろ大き三である.最拙 二代に対すろ自己エネルギー主計且

し.友20)患竜泉と得た.汲に舶互仲間主計阜守ると.｢盲KヒレくくJ‡>-土日/6)の間たけ.
あるい はrY入ヒĴ(くJ己>-土3/6)の闇にけに着日する取L).通i仲間は exLh- 9e,聖に書け

ち.敵って十子鹿且作用の看如 ハミルト二了ソヒLIt弘光か得られる.

鮎 --∑ 2 J … (紺 -sikV･-S ,告 を 卜 急 2J入場 ,A,lgîP/sr･封 (1'(り)

守-YE･糊 vly'く涌 け''yl1, S㍗ニ吉.訂 Y'く涌 IY''<Y′I (2)

野砲性領域におい1.1つのSite,に注且LL暗号こてのrsのエ打 レギーの下がt)は､自己
1ネ ルで-ヒ (2,)先の相互布嗣てスピンに依各LrLい項ヒの加になる.線型並仇q)立場で

は.j-～‖eヒの舶i体同からq)寄与はj-stteで0)rsKJVのPoPulqtこoytlwJ'tこれ例するとろ
えて良し)いら

△E(ド- :i)-J(o)一宇2Jxv(RJt･j)･去･xKVj (3)J
と書ける.AE(rS入ル･.i)についてt同炭である.Ce,イオソ机Ll佃たけq)嘱合 (dH ute.-

tこ山t)ては.舶乱布田の寄与lまriいのでr%q)エネルや-の下か )△E(ry'tDLl自己エネ ル
ギーq)わITある.寸ri｢の婦土類stteかccで占8)ら帆てtlろ場合 (de,nsclこれtt)也.高温

て117ぺ1のjに対しXkVi-一久'pj=4/3ヒして良V,.呆5碑終舶互件用まで葛尾寸ると.

拒宇JKV(RF)-∑J'帰 ,) (4)｢
て私義されろ狛 3Cほ で2号Ok.CeSLで2EOにヒ得られる.この総見と用いて deylCe,かつ高温

の現金､の△E(rlS'･()肘求まり.d‖uteの燭各の総見ヒ合わせて泉2,に示した.両名の結果を

札吋ると.1ネルギーの下trYつけほとんど自己エネルギーであろから.CeをL"で希放しI
vlつても続晶喝か大きく増加うろことはなく.史紋を吏ヒも良く合う.こらに tl)式のス

ピンに依存する申分いちCu,iC温度を求めると.CCBLTzoに′CeSbて11T3･(iLriい.この
こと はCe,Sbが1)R転移であろことと矛息Lflい.

ところか､弟⊆隣接始旦件用土て居島して (001)面内. 月日 .虜2艶接面剛 甘互仲間を累

a)ると.Cこ軌の喝合て155k,51K,15にヒriL).ill-1洩壇比和 こも,｢しまう.寸riわ

らこq)結果と見ろ阻L)p弓TntX叫 仁けTlまAFOl欣序乞絶叫できrSい.Ce_BtのhJe'e,は 直下で
乱られる(十一)の彼序を払うたd)にLま.d弓吏換鹿i在用を介したf弓舶互作飼え考えろ
q)が有望ヒ畏hytろ.雪の及掛 ま次の理由による.GdS♭ . GdBtはLrソド膿進がCe,SbノCe,Bこ

と良く欣1173リ.se山 ynetuLである.これらの粗宴では4iレへ､ルbl･フ L ルミレベルよL)棉
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SeV下にあるのでFIirnは叫 l沌 晩でさ え2.十i相互体岡の自己エネルギー二HO)ヒ.
d-5吏換庵且布鞄が土要ヒ考えられる虹 clH t̂tと , deytselL'm(tのryq)エネルギ一･の下bhy
吏降AFの牧序thv史晩している.

4.今後の諌選
まヒ9)として.こhb､らの東尾を利恵L
L1おく. 1)砲丸及落について､
P弓山xtn9ヒd-i史液相i作酢こよ').
AFの鰯 を鮎貝し.王らに捜維f3滴 乳頑
固針吏現了も可絶牡と摘べる.号の鳴.

リムE(r3'.i).
Ce.Sb CeBt

JL0) p-ir山 川各のヱ汰 -74.SK .一号3.iK
4汲 -r74.2_良 -一局も.2K

如 -lヰs.lK -ーもー.官k.

AELr3'.り dHute,tiyhCt 一一4号.rfK 1日.SK

右-)し.電子軌の変化による2.つの加i仲田q)非線型知見か重要ヒ竜えられる.2,)スピ

ン波 に つ いて.吏駄て13rlへの勧鮭を乳11いると仮定して弁駁を粥舶てる.また.Ce,Sbヒ
Ce凱て全く同じ缶鼠が唱Sれたのは.エネルギーの絶対値は翼な-てい｢も牧歌軌が偶終

同いこな7kとしい考えられrinLh･.CeSbヒCe凱の太郎 勺な速いと明らも､にiることもt史

要である.3)転軌も池傍のよI)正しい扱いとして.sh.orもr州 ge,Orde,Y-と考慮して

cL.バC,温良と決d)ち.
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